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不
沈
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名
還
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波
底
空
爲
大
墓
標

解
説　

戦
艦
大
和
の
最
後
を
詠
じ
た
詩
。

大
意　

世
界
最
大
最
強
を
誇
っ
た
日
本
海
軍
の
戦
艦
大
和
は
、
太
平
洋
戦
争
末
期

の
昭
和
二
十
年
四
月
六
日
、
水
上
特
攻
と
し
て
沖
縄
に
向
け
出
撃
し
た
が
、
翌
七
日
、

九
州
南
方
海
上
で
、
十
二
隻
の
米
海
軍
新
鋭
空
母
か
ら
発
進
し
た
数
百
の
雷
爆
撃

機
に
よ
る
波
状
攻
撃
に
よ
り
、
遂
に
午
後
二
時
二
十
三
分
、
約
三
千
名
の
乗
組
員

と
共
に
爆
沈
、
今
も
乗
組
員
達
は
海
底
で
静
か
に
眠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

語
釈　

※
雷
撃
＝
魚
雷
な
ど
に
よ
っ
て
敵
艦
を
攻
撃
す
る
こ
と
。
※
舷
＝
ふ
な
ば

た
。
ふ
な
べ
り
。
※
轟
然
＝
大
き
な
音
の
と
ど
ろ
き
響
く
さ
ま
。
※
爆
裂
＝
爆
発

し
て
破
裂
す
る
こ
と
。
※
墓
標
＝
墓
の
し
る
し
と
し
て
立
て
た
も
の
。
墓
の
上
に

立
て
た
木
や
石
。

通
釈　

大
和
の
強
力
に
装
甲
さ
れ
た
分
厚
い
舷
側
も
、
米
海
軍
攻
撃
機
の
執
拗
に

繰
り
返
さ
れ
る
魚
雷
攻
撃
に
よ
り
、
蜂
の
巣
の
よ
う
に
細
分
化
さ
れ
不
沈
を
誇
っ

た
大
和
の
防
水
区
画
も
次
々
と
破
壊
さ
れ
、
大
量
の
浸
水
は
そ
の
巨
体
を
次
第
に

傾
け
、
遂
に
は
轟ご

う
ぜ
ん然

た
る
爆
発
音
と
共
に
、
そ
の
勇
壮
な
る
姿
は
海
中
深
く
消
え

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
建
艦
当
時
は
輝
か
し
い
戦
果
が
期
待
さ
れ
た
大
和
で
あ
っ

た
が
、
海
戦
の
様
相
は
す
で
に
艦
対
艦
の
時
代
か
ら
艦
対
空
の
戦
い
へ
と
大
き
く

変
貌
し
、
そ
の
世
界
最
大
の
巨
砲
の
威
力
を
発
揮
す
る
機
会
も
な
く
、
今
と
な
っ

て
は
「
不
沈
戦
艦
」
の
名
も
却
っ
て
憐
れ
を
催
す
ば
か
り
で
あ
る
。
青
々
と
広
が

る
大
海
原
の
波
底
深
く
横
た
わ
っ
て
い
る
大
和
は
、
三
千
名
の
英
霊
と
共
に
、
今

も
尚
、
空
し
く
南
海
の
大
墓
標
と
な
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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い
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巨き
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ぜ
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と


